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＜理事長挨拶＞「ボランティア研修会」 

高崎市内 4大学のボランティアセンターや学生センターの事務局より、 

大学生向けの「ボランティア研修」のご依頼をいただきました。ある調 

査によると、大学生のうち「ボランティア活動に興味がある」と答えた 

学生は 7割ほど、そのうち「実際にボランティア活動に取り組んでいる」 

と答えた学生は 2割ほど、という結果でした。 

興味があっても実際に行動に移すのは、勇気がいることです。地域や子 

どもたちのために、という想いを持った学生さんのサポートにも力を入 

れていきたいと、改めて感じた研修会でした。   理事長 橳島隼人 
 

◆1/22（木）児童厚生員等研修会「ゲーム・運動遊び」 

ぐんまこどもの国児童会館で開催された「児童厚生員等研修会」にて、ゲ

ームと運藤遊びをテーマにした研修会の講師を務めました。 

                学童クラブや児童館で働く方を対象にした研修会だったので、現場で使え 

                そうなレクリエーションゲームを中心に体験していただきました。 

子どもたちが過ごす現場では、特に新学期にアイスブレイクを目的とした 

                活動を取り入れることがあると思います。そのような場面で使えるよう、 

                解説を加えながら体験していただきました。 

各現場で有効に使っていただけることを願っています。 （ぬでちゃん） 

◆3/5（木）群馬県公民館連合会主事部会 

群馬県内の公民館に所属する職員さん向けの研修会で「森のようちえん」 

の事例報告と、社会教育をテーマにしたグループワークを行いました。 

「あかぎの森のようちえん」が社会教育として取り組んでいる活動のこと 

もお伝えして、社会課題を改めて多角的に考えてみました。 

社会教育の在り方は様々あると思いますが、各地域の課題にあった事業が 

必要だと考えます。いろいろな地域から参加した方々が意見交換・情報交 

換をする中で、自身の地域にある課題や長所を見つけることができたよう 

でした。いろいろな形でお手伝いできたらと思います。  （ぬでちゃん） 

◆3/4（水）出張！森のようちえん 

               太田市内の幼稚園さんにお邪魔して「自然遊び」プログラムを提供させてい

ただきます          だきました。園の周辺にある豊かな自然環境を生かした保育を提供したいと 

               考える園は多いのですが、安全面やどんな活動をしたら良いかのイメージが 

               持てず、実現しないことも多くあります。 

               そんな困りごとにお答えするため「あかぎの森のようちえん」では出張して 

               プログラムをお手伝いする活動も行っています。 

               今回は園の裏山にある森を活用するため、自然遊 

               びのプログラムを提案しました。 

               園長先生が森の整備を進めてくださり、ハンモッ 

クやスラックライン、森のブランコを設置することができました。赤城山周辺で採 

集した松ぼっくりを使った釣りゲームや、県産材丸太を使った「ピタゴラ広場」も 

体験していただくことができました。たくさんの子どもたちの「自然遊び」の楽し 

さを届けられるよう、いろいろな実施方法を考えたいと思います。 （ぬでちゃん） 
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◆自然保育ゼミナール 

東京都の「ひの社会教育センター」さんとの連携事業として実施しました。東京都内の希望 

希望する保育園にお邪魔して、実際に自然保育を探検していただきました。 

子どもたちを連れて近隣の公園へ出かけて、その場の特色を生かした自然 

遊びを楽しんでもらいます。行き慣れた公園も、遊び方が変わるだけで子 

どもたちにとっては新鮮なものになったようです。 

園へ戻った後は参加できる先生方を対象として、自然保育の意義、進め方、 

安全管理などについて講義をさせていただきました。 

日常的に自然保育が展開され、子どもたちの自然への好奇心が深まるといいな、と思います。（ぬでちゃん） 
  

【森のようちえん事業報告】 
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指導者派遣、受託事業等（イベント出店含む）参加人数 

① ケニーズ・ファミリー・ビレッジ クリスマスイベント 約 250人 

② 群馬県キャンプ協会 キャンプインストラクター養成研修会 9人 

③ 自然保育ゼミナール（ひの社会教育センター）23人 

④ 児童厚生員等研修会 52人 

⑤ 大泉町子育て支援イベント 出張子育てわんパーク 約 80人 

⑥ ぐんま体験ボランティア青年ミーティング 32人 

⑦ 群馬県公民館連合会 主事部会研修 13人 

⑧ 高崎市内 4大学 合同ボランティア研修会 40人 

⑨ MILAB FES2026 約 250人 

⑩ 保育士等キャリアアップ研修「マネジメント」計 13回（オンライン、集合研修）537人 

⑪ すくすくスマイルクラブ・Enjoy子育てクラブ 計 10回  939人 
 
【賛助会員・寄付のお願い】 

あかぎの森のようちえんでは、法人の方針でもある『自然を使って身近な社会の課題を解決し合える社会を

つくります』の趣旨に賛同してくださる方々からの寄付を募集しております。支援の方法は２つあります。 

 ①活動全般へ寄付をする ②賛助会員になる ～～ 詳細は、事務局までお問合せください。 担当：橳島 

 

 

 

 

 

 

 

あかぎの森のようちえんでは、森の中で子どもたちと遊んでくれるボランティアさんを大募集しています。 

平日、週末と活動をし。ております。興味がある方は事務局までご連絡ください。主な内容は、子どもたちと一

緒に遊び、子どもたちの安全を保つことです。関わる上で大切な「あかぎの森のようちえん」の活動の主旨など

もご説明いたします。担当までご連絡ください。 Mail：info@akagi-moriyou.com 担当：橳島（ぬでじま） 

 

① 森のようちえん事業 

【幼稚園・保育園を対象とした事業】 

◆森のようちえん・森のほいくえん/自然遊び 

園向けのプログラム提供 

12月～3月 5件 参加延べ人数 168人 

       （内、引率の先生 38人） 

②指導者派遣（12月～3月） 

【関係団体の講習会、研修会などへの派遣】32件 

 キャンプ場イベント企画・運営サポート 

公民館職員向け 社会教育研修会 講師 

大学生向け ボランティア研修会 講師 

子ども向け探求学習・体験イベント出店 等 

③主催事業（12件） 

〇親子の森のようちえん（年少～年長の子どもとその親） 

⑨3/21（土） 5 組 14人 

〇もりっこ（年長～小 2の子ども） 

⑦12/13（土）19人 ⑧2/1（日）18人 

⑨ 3/21（土）21 人          計 58人 

・子育てわんパーク  計 8回実施 33組 81人 

 12/25（木）クリスマス特別版を開催 
 

参加者総数 153 人 

ボランティアスタッフ 延べ 79人 

 

 

Facebook   instagram  LINE 公式     Web 

様々な媒体で情報発信しています。ご覧ください！ 

特定非営利活動法人あかぎの森のようちえん 
代表 橳島 隼人（ぬでじま はやと） 

090-9006-8711 info@akagi-moriyou.com 

〒379-2206 伊勢崎市香林町 1 丁目 90-3 

＜ホームページ＞ https://akagi-moriyou.com 

～～～【あかぎの森】で検索！～～～ 
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